
ひのき屋の多彩な音色に参加者はノリノリで楽しんだ（16日）

　
◎
…
「
今
年
の
松
之
山
は

暖
か
い
で
す
ね
ー
、
カ
メ
ム

シ
も
昨
年
よ
り
多
い
？
」、

20
年
余
の
交
友
な
ら
で
は
挨

拶
で
始
ま
っ
た
ラ
イ
ブ
。
今

月
16
日
、
松
之
山
自
然
休
養

村
セ
ン
タ
ー
で

「
ト
ラ
ベ
リ
ン

グ
バ
ン
ド
・
ひ

の
き
屋
」
ラ
イ

ブ
を
開
催
。
市

町
村
合
併
前
の

２
０
０
０
年
か

ら
交
友
し
、
コ

ロ
ナ
禍
な
ど
で

休
止
し
た
が
ラ
イ
ブ
は
14
回

目
。
会
場
の
同
セ
ン
タ
ー
に

は
地
元
内
外
か
ら
70
人
余
が

参
集
し
独
特
の
リ
ズ
ム
の
14

楽
曲
を
会
場
に
た
っ
ぷ
り
響

か
せ
た
。

で
地
元
う
ら
だ
屋
、
深
山
太

鼓
、
鼓
舞
の
会
の
子
ど
も
ら

が
『
三
宅
島
太
鼓
』
で
バ
ン

ド
メ
ン
バ
ー
を
出
迎
え
た
。

曾
我
代
表
は
「
こ
ん
な
に
長

く
関
わ
り
が
続
い
て
い
る
の

は
、
こ
こ
松
之

山
だ
け
。『
た

だ
い
ま
』
と
い

う
感
じ
で
毎
年

訪
れ
て
い
る
」

と
話
し
、「
長

年
来
て
い
る
か

ら
変
化
に
も
気

づ
く
。
い
つ
も

よ
り
カ
メ
ム
シ
が
多
い
と

か
、
あ
っ
た
か
い
な
と
か
。

人
が
減
っ
て
い
く
の
も
感
じ

る
が
、
元
気
な
う
ち
は
続
け

て
い
け
た
ら
」。
ま
さ
に
頼

も
し
き
松
之
山
応
援
団
だ
。

　
◎
…
ひ
の
き
屋
は
１
９
９

８
年
結
成
。
和
太
鼓
、
ギ
タ

ー
、
篠
笛
、
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ

カ
な
ど
多
彩
な
楽
器
で
演

奏
。
函
館
を
拠
点
に
活
動
す

る
旅
す
る
音
楽
集
団
。
松
之

ッ
フ
と
ひ
の
き
屋
・
曾
我
直

人
代
表
が
旧
知
の
仲
だ
っ

た
。
山
村
留
学
活
動
に
太
鼓

活
動
を
取
り
入
れ
、
そ
の
指

導
を
ひ
の
き
屋
メ
ン
バ
ー
が

行
い
、
２
０
０
０
年
か
ら
同

き
屋
ラ
イ
ブ
を
再
開
し
今
回

で
14
回
目
。
実
行
委
の
竹
内

淳
輝
代
表
は
「
ひ
の
き
屋
の

ラ
イ
ブ
は
様
々
な
楽
器
を
使

い
、
音
の
楽
し
さ
を
子
ど
も

も
大
人
も
一
緒
に
な
っ
て
感

山
と
の
交
友
は
２
０
０
０
年

か
ら
。
旧
松
之
山
町
時
代
、

山
村
留
学
に
取
り
組
ん
だ
同

町
。
運
営
母
体「
育
て
る
会
」

が
山
村
留
学
セ
ン
タ
ー
松
之

山
学
園
を
担
い
、
そ
の
ス
タ

セ
ン
タ
ー
で
ラ
イ
ブ
演
奏
や

太
鼓
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

地
域
交
流
を
ス
タ
ー
ト
。
途

中
活
動
を
休
止
し
た
が
、
２

０
１
５
年
に
関
係
者
が
実
行

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
ひ
の

じ
ら
れ
る
。
こ
の
楽
し
さ
を

今
後
も
維
持
し
て
い
く
た
め

に
松
之
山
の
人
だ
け
で
は
な

く
各
地
域
の
人
に
も
今
後
知

っ
て
欲
し
い
」
と
話
す
。

　
◎
…
当
日
は
同
セ
ン
タ
ー


